


 
 

 Tsukuba for 3.11 プレゼンツ

第　回活動報告会7
　12月10日(火)18:30～20:30(+α)、筑波大学
3A212で「第7回活動報告会」を行いました。
「復興支援って言っても何をしているの?」
「被災地って今どうなっているの?」
「ボランティアに興味がある!」
「いろんな人と交流したい!」
そんな疑問、関心を持つ筑波大生に震災について
知ってもらおうと、活動報告会を開催しました。

　まず、Tsukuba for 3.11の活動報告をしました。私たちの活動拠点
である「つくば」「いわき」「気仙沼」の3か所での活動をプレゼンしま
した。プレゼンを準備するに当たり、メンバー自身も自分たちの活動
について、再確認することができました。
　後半は、グループディスカッションを行いました。参加者を3グルー
プに分け、運営メンバーをファシリテーターとし、2つのテーマにつ
いてディスカッションしました。1つ目のテーマは、「震災のイメージ
（当時のイメージと今のイメージ）」でした。2つ目のテーマは、「自分
でやってみたい復興に関する具体的な活動とその理由」です。

　2つ目のテーマでは、
「震災から2年半が経ち、今もなお仮設住宅で暮らしてい
る住民がいます。そこで暮らしている住民は、津波の被害
を受けた方がほとんどです。大規模な仮設住宅では多く
の支援が入っていますが、小規模な仮設住宅には支援が
あまり入っていないのが現状です。いま、あなたの目の前
にある仮設住宅があります。ここに暮らしているのは100
人くらい。様々な地区からの避難者がいますが、子どもよ
りも高齢者が多くを占めています。あなたはどのような支
援をしますか?」
という仮説を立てて、ディスカッションを行いました。

　ディスカッションは白熱したものとなりました。いろんな人
の意見を聞くことで、いろんな考えに触れることができたと思
います。また、私たちの活動も知ってもらえたと思います。
　震災は決して忘れてはいけない事実です。その事実を学生
に感じてもらうために開催した活動報告会ですが、17名の学
生に参加していただきました。参加していただいた方、ありが
とうございました。何か得るものがあったなら幸いです。
　私たちはこれからもこの活動を続けていきます。今後の活
動にもご注目ください☆

木村奈那子










